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はじめに 

R&D 知財 AI システム「Deskbee」のご利用をいただきまして、誠に有難うございます。 

「Deskbee」は、Google が提供する TensorFlow（OSS）によりテキストデータを深層学習（ディープラー

ニング）で処理する、特許、研究・開発部門向け仕様の AI システムです。 

ご利用にあたって、本書は「Deskbee」のデータ処理の特徴、処理結果の見方、特長機能の使い方など、利

用上の疑問を含めて実際の業務での活用方法を解説しています。 

 

Deskbee の基本仕様について 

1. Deskbee は、「教師あり学習」方式です。 

2. 深層学習は、テキストデータの類似性で判定処理します。特許等、特定文書の意味を判定して処理はさ

れません。 

3. 1ID は、1 アクセスです。2 以上の同時ログインはできません。 

4. 1 回の処理件数は、教師特許と判定特許の合計で 10,000 件までです。これを超える場合は判定特許

を複数に分けて処理してください。 

5. 1 件のテキストデータは、20,000 文字までです。それを超える部分は処理の対象になりません。 

6. 処理データは、エクセルファイルです。 

7. 処理は、「当日実行／当日結果出力」の設定で行います。本日の処理可能件数は、ログイン画面に表

示される「本日の受付可能件数」をご確認ください。 

8. タイトルの保存期間は、3 か月です。3 か月経過後は自動削除されますのでご注意ください。      

 

用語解説 

⚫ Deskbee   ：本サービスの名称 

⚫ スクリーニング・AI ナビゲータ ：二次元散布図による処理結果の確認・調整機能名 

⚫ 教師特許   ：サーチ教師特許とノイズ教師特許の総称 

⚫ サーチ教師特許  ：教師データとして用いる関連特許 

⚫ ノイズ教師特許  ：教師データとして用いるノイズ特許 

⚫ 判定特許   ：判定処理される特許データの集合 

⚫ サーチ判定特許  ：関連側特許として判定された特許 

⚫ ノイズ判定特許  ：ノイズ側特許として判定された特許 

⚫ Neither   ：関連特許かノイズ特許かが判定困難な特許 

⚫ 再学習   ：一度処理した特許データを再処理する指示  
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「Deskbee」ご利用開始のお知らせ 

「Deskbee」ご利用開始のお知らせに記載された”Deskbee への URL”にアクセスしてください。ログイン画面

が表示されますので、記載されたログイン ID とパスワードの入力にて、ご利用を開始いただけます。 

(注)ログイン ID とパスワードは、大切に保管してください。 

 

 

ログインを確認する 

記載されたログイン ID とパスワードを入力して「ログイン」し、次画面が表示されることをご確認ください。 
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「Deskbee」の使い方 

「Deskbee」は、AIの活用が初めての方でも、専門的な知識を必要とせずに簡単にご利用いただけるインター

フェースとなっています。 

「Deskbee」は、どのように学習処理したのか処理結果を見える化したスクリーニング・AI ナビゲータを搭載して

います。このスクリーニング・AI ナビゲータには次の 2 つの再学習機能があります。 

 ➀ 教師特許を自己判定し、相反誘導する教師を自動除外して再学習する。 

 ➁ ワード条件を反映して再学習する。 

では、その手順をご説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特許データをセットアップする 

Deskbee の活用フロー 

ログインする 

判定処理を実行する 

処理中はログアウト（推奨） 

ファイルのアップロードと判定実行 

ログイン 

ディープラーニング判定処理 

ログインする ログイン 

スクリーニング・AI ナビゲータ 実行履歴とダウンロード   

表示画面 活用手順 

教師特許を再学習する ワード条件で再学習する 

重要キーワードを反映して再学習 教師特許の変更による再学習 

両境界線で領域を変更する 

境界線変更時に件数を更新する 

判定結果を出力する 

（以下、評価実務業務） 
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●では、さっそく処理してみましょう

1.処理する特許データを準備します

1. データは、エクセルファイルでご準備ください。

2. 処理に必要な項目は、次の通りです。（すべて必須）

① 「Deskbee判定用」・・・教師特許として判定するための項目

・ サーチ教師特許 ：「サーチ」と入力

・ ノイズ教師特許 ：「ノイズ」と入力

・ 判定特許 ：「空白」 

② 「出願番号」・・・出願番号に限らず、一意の項目であれば可

③ 「発明の名称」「要約」「請求の範囲」・・・処理対象の項目（自由選択）

その他、5 つまで追加できます。

※上記、テキストデータでご用意ください。

最低１項目で処理可能です。

最大 8 項目まで指定できます。

※エクセルファイルの項目名は、全角／半角、大文字／小文字を区別しますので、上記と完全に一致させて

ください。（半角スペース等が入っていてもエラーとなります。） 

手持ちデータ(統合)の例 

では、さっそく処理してみましょう 

サーチ教師特許

ノイズ教師特許

判定特許 空白

自由項目(～5 項目)
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2. Deskbee にセットアップします

1. 「ファイルのアップロードと判定実行」を表示します。

2. 判定用のテキスト項目を選択します。

・ 「発明の名称」「要約」「請求の範囲」のうち、使用する項目を選択します。

・ 項目を追加する場合は「+」ボタンをクリックした後、エクセルの項目名を入力して追加します。

3. ファイルの種類を指定します。

・「調査力出力データ」・・・THE 調査力出力データを使用する場合

・「手持ちデータ(分割)」・・・教師特許と被判定特許が別々のエクセルファイルを使用する場合

・「手持ちデータ(統合)」・・・教師特許と被判定特許が混在するエクセルファイルを使用する場合

4. 「ファイル選択」をクリックして、処理対象のエクセルファイルを指定します。

5. 教師特許の適正を判断する場合は「被判定特許に含める」を選択します。

6. 処理後のダウンロードファイル名を任意で入力します。

7. 「判定処理実行」ボタンで処理を実行します。

8. 受付完了メッセージを確認します。処理が終了するとメールでお知らせします。

② 

⑦ 

ログアウト

白抜き＝選択

色付き＝非選択

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

ユーザー情報変更

項目追加ボタン
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3. 処理結果を表示します 

処理実行履歴と処理状況が確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付順に実行され、処理状況に最新の状況が表示されます。 

しばらくして更新ボタンをクリックすると開始日時と終了予定日時が表示されます。 

処理が終わると処理状況に「正常終了」と表示され、スクリーニング・AI ナビゲータ表示ボタンが表示されます

ので、クリックして判定結果を見ます。 

 

  

スクリーニング・AI ナビゲータ表示ボタン 

更新ボタン 

タイトルデータ削除ボタン 

ここを選択中です 
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4. 「スクリーニング・AI ナビゲータ」を見ます

判定結果を可視化し、教師特許や判定結果のチューニングと再学習、および出力ができます。 

 

セットアップ時に、教師特許を被判定特許に含めた場合、教師特許が色付けされて表示されます。

・ 赤・・・サーチ教師特許

・ 青・・・ノイズ教師特許

・ 黒・・・被判定特許

ワードのランキング表示

「サーチ」「Neither」「ノイズ」それぞれで重複のない「ユニークワード」と「全ワード」で表示の切り替えができます。

複合語からなる専門用語を抽出するため、より精度の高いワードを表示します。 

これらのワードは出力することもできます。 

ここを選択中です

ノイズ判定

サーチ判定

実行履歴とダウンロードに戻るボタン

境界線変更した後、件数表示を更新するボタン 

サーチ、ノイズの境界線を移動するボタン

件数表示 

判定結果を出力するボタン 

ワードのランキング表示
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●判定処理を再学習する

教師特許を精緻化して再学習する

教師特許を自己評価した際、サーチ側に判定されたノイズ教師データ、ノイズ側に判定されたサーチ教師デー

タがある場合、その教師データを教師データから削除し、再学習します。

① 「教師特許の変更による再学習」の表示タグを選択します。

② ノイズに含まれるサーチ特許を教師データから除くか、サーチに含まれるノイズ特許を教師データから

除くか、または両方をチェックします。

③ 「再学習を実行！」ボタンで実行します。

判定処理を再学習する 

① 
➁ 

ここを選択中です

③ 

< 実行履歴とダウンロードに戻る 
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ワード条件で再学習する

重要キーワードを含む特許を可視化してチューニング後、再学習できます。 

重要ワードを含む特許を可視化します。 

① 「重要キーワードを反映して再学習」の表示タグを選択します。

② ワードを入力します。（行内はスペース区切で or 条件、行間は and 条件）

③ 対象にチェックを入れます。

④ 「全件」／「該当する特許のみ」を選択します。

・全件・・・該当する特許を赤点、該当しない特許を黒点で表示します。

・該当する特許のみ・・・該当する特許のみを赤点で表示します。

⑤ 「条件に該当する特許の表示」ボタンで実行します。

可視化した特許を修正します。 

Ａ）自動で教師特許を修正する場合 

⑥ 目的に応じて「ノイズに含まれる該当特許をサーチ教師に加える」／「サーチに含まれる該当特許を

ノイズ教師に加える」を選択します。

⑦ 「再学習を実行！」ボタンで実行します。

Ｂ）出力データで確認して教師特許を修正する場合 

⑧ 「該当特許を出力」ボタンでエクセルファイルに出力します。

① 

➁ 

⑤ 

⑧ 

⑦ 

⑩ 

⑨ 

ここを選択中です

A 

➂ 

④ 

⑥ 

B 
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出力したエクセルファイルで特許内容を確認しながら、教師特許の変更ができます。 

「再学習判定用」の欄に修正判定を入れて保存します。 

⑨ 「ファイル選択」ボタンを押して修正後のエクセルファイルを指定します。

⑩ 「再学習を実行！」ボタンで実行します。

再学習の実行結果を確認する

「実行履歴とダウンロードに戻る」ボタンをクリックします。 

タイトル名は「受付番号○○○の再学習」となっていますので、該当タイトルの「スクリーニング・AI ナビゲータ」

を開いて処理結果を確認します。 

再学習の場合、判定結果を出力すると、再学習の際に設定した「再学習判定用」の列は「Deskbee判定

用(再学習)」として出力されます。 
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スクリーニング・AI ナビゲータの活用

ＡＩは、テキストの類似性を判定するものです。特許の意味等は一切判定要件にはなりませんので期待値と

のずれが出てきます。これを利用者の期待値に近づけるのが「スクリーニング・AI ナビゲータ」の役割です。 

 

 
判定に用いたテキスト内容全体はサーチ教師に類似している。 

しかし、サーチ構成要件（類似用語）は含まれていない。 

＜参考情報として判定されてもよい＞ 

判定に用いたテキスト内容全体はサーチ教師に類似していない。 

しかし、サーチ構成要件（類似用語）が含まれている。 

＜関連特許として判定したい＞ 

判定に用いたテキスト内容全体はサーチ教師に類似している。 

しかも、サーチ構成要件（類似用語）も含まれている。 

＜関連特許として抽出したい＞ 

判定に用いたテキスト内容全体はサーチ教師に類似していない。 

しかも、サーチ構成要件（類似用語）も含まれていない。 

＜ノイズ特許として判定としたい＞ 

<サーチ特許と被判定特許の関係＞ <判定結果＞ 

判定に用いたテキスト内容全体はノイズ教師に類似している。 

しかし、サーチ構成要件（類似用語）が含まれている。 

＜サーチ特許として判定したい＞ 

判定に用いたテキスト内容全体はノイズ教師に類似していない。 

が、サーチ構成要件（類似用語）も含まれていない。 

＜ノイズ特許として判定したい＞ 

判定に用いたテキスト内容全体はノイズ教師に類似している。 

しかも、サーチ構成要件（類似用語）も含まれていない。 

＜ノイズ特許として判定したい＞ 

判定に用いたテキスト内容全体はノイズ教師に類似していない。 

かつ、サーチ構成要件（類似用語）が含まれている。 

＜サーチ特許として判定したい＞ 

<ノイズ特許と被判定特許の関係＞ <判定結果＞ 

サーチ確率は高判定となる

（期待通り） 

➡スクリーニング・AI ナビゲータで確認

サーチ確率は高判定となる

（許容範囲） 

➡スクリーニング・AI ナビゲータで確認

サーチ確率は中～低判定となる

（これは問題） 

➡スクリーニング・AI ナビゲータで再学習

サーチ確率は中～低判定となる

（期待通り） 

➡スクリーニング・AI ナビゲータで確認

ノイズ確率は高判定となる

（期待通り） 

➡スクリーニング・AI ナビゲータで確認

ノイズ確率は高判定となる

（これは問題） 

➡スクリーニング・AI ナビゲータで再学習

ノイズ確率は中～低判定となる

（許容範囲） 

➡スクリーニング・AI ナビゲータで確認

ノイズ確率は中～低判定となる

（期待通り） 

➡スクリーニング・AI ナビゲータで確認
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ＡＩの解説 基礎編 
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ＡＩ・人工知能とは？ 

 

AI について、私たちの理解することを阻むような難解な用語が満ち満ちています。

その用語のいくつかをここで解説させていただきます。 

そもそも、「AI」「人工知能」「機械学習」「ニューラルネットワーク」「ディープラーニ

ング」とは何なのでしょうか？ 

 

★AI・人工知能とは？ 

・ AI（Artificial Intelligence）は日本語で「人工知能」と呼ばれ、1956 年アメリカのダートマス

大学で開かれた学会で「AI」という研究分野が誕生しました。 

・ 1947 年イギリスの数学者、アラン・チューリング氏が AI について初めて講義をしたのが始まりとされて

います。 

・ 「AI」＝人間の知的活動をコンピュータ上で実現するために必要な要素技術すべて。 

要は、人間が日常生活で当たり前に行っている「見る」「聞く」「話す」「考える」「学ぶ」などをコンピュータ

上で実現する技術のこと。厳密かつ具体的に定義することは難しいです。 

 

連想するものは？ 

・ ソフトバンクのロボット「Pepper」 

・ ホンダの 2 足歩行ロボット「ASIMO」 

・ IBM の「Watson」 

・ LINE 上でチャットできる Microsoft の「女子高生りんな」 

・ iPhone の音声アシスト「Siri」 

・ Android の音声検索「OK Google」 

・ 自動 AI 清掃ロボット「Whiz」 

・ テスラ、Google の自動運転車 

「コンピュータ上で人間の知的活動を再現している」という点で、どれも AI です。 

 

 

（注）「強い AI」「弱い AI」について 

AI 開発の目的は、あくまで人間のようにあらゆる知的活動を実現する汎用性と、様々な問題を解決できる万

能性の確保です。しかし、現実は厳しく、汎用性を有する AI を「強い AI」、特定

の分野、ある課題に特化した AI を「弱い AI」と呼んでいます。今は「弱い AI」のみ

です。しかし、2０45 年には「強い AI」が人間の知能を超える「シンギュラリティ」が

起こると予想されています。今は映画ターミネータのように SF の世界ですが。 

 

  

https://en.wikipedia.org/wiki/Pepper_(robot) https://ja.wikipedia.org/wiki/ASIMO 

https://cdn.traileraddict.com/article/wp-content/uploads/2017/07/terminator-2-machine-skynet-1991-action.jpg 
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機械学習とは？ 

 

★機械学習とは 

「ＡＩの研究課題の一つで、人間が自然に行っている学習能力と同様の機能をコンピュータで実現しようとす

る要素技術・手法」のことです。 

 

「入力したデータを解析し有用な規則、ルール、知識表現、判断基準などを抽出し、潜在的機構の特徴

（確率分布）を捉え、複雑な関係を識別・定量化する。それを用いて新たデータについて予測・決定を行う」

ことを一般に機械学習と言います。 

 

 

 

 

★機械学習の３手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機械学習 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

ﾋﾞｼﾞｮﾝ 

自然言語理解 ロボット 

音声認識 探索 

・・ 

・・ 

・・ 

・・ 

AI の要素技術 

入力 モデル 出力 

機械学習 

教師あり学習 

強化学習 

回帰 

分類 

バンディット 

アルゴリズム 

Q 学習 

売上予測 人口予測 

需要予測 不正検知 

異常検知 画像分類 

顧客維持 

レコメンド 顧客ｾｸﾞﾒﾝﾃｰｼｮ

ﾝ ﾀｰｹﾞｯﾄﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 

ゲーム 広告 

自動運転車 ﾘｱﾙﾀｲﾑ判断 

教師なし学習 クラスタリング 
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人口知能（ＡＩ）の歴史 

 

【年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾟｰｾﾌﾟﾄﾛﾝ：初歩的なパターン認識（例：三角形と四角形の区別） 

ｴｷｽﾊﾟｰﾄｼｽﾃﾑ：膨大な知識を集積。膨大なコスト、ルール網羅の限界 

Ｇｏｏｇｌｅネコ：ランダムに選んだウェブ画像、ＹｏｕＴｕｂｅ画像を自律的に学習させた結果、抽象化された画像 

 

  

1950 年 1960 年 1970 年 1980 年 1990 年 2000 年 2010 年 2020 年 2030 年 2040 年 

ＡＩ冬の時代 
ｼﾝｷﾞｭﾗﾘﾃｨ：人間の知能を 

1956年：ＡＩ学会 ｴｷｽﾊﾟｰﾄｼｽﾃﾑ 

2045 年：ｼﾝｷﾞｭﾗﾘﾃｨ ボードゲームへ展開 

第 1 次ﾌﾞｰﾑ 第２次ﾌﾞｰﾑ 第３次ﾌﾞｰﾑ 

ﾊﾟｰｾﾌﾟﾄﾛﾝ 

1997 年：ＩＢＭチェス世界チャンピオンに勝利 

2013 年：将棋電王戦でプロに勝利 

201６年：「AlphaGo」囲碁勝利 

強化学習 

教師なし学習 

2012 年：Ｇｏｏｇｌｅネコ 

教師あり学習 

機
械
学
習
の
手
法 

商品の売り上げ予想、株価予想など

幅広い分野に利用 

⇐ Deskbee はこれ 

正解を与えない 

正解を与える 

次に何をすればよいか。 
「自動運転」 
「ﾌｧｸﾄﾘｰｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ」に技術展開 

ＡＩが超える時期 
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知財関連のＡＩ 

 

2015 年 11 月 特許情報フェア＆コンファレンス  

    ： FRONTEO(当時 UBIC)の人工知能搭載特許調査・分析ツール KIBIT Patent Explorer 

 

2018 年時点(*) 

スクリーニング効率化・レイティング  クラスタリング・分類展開 

ツール名 ベンダー  ツール名 ベンダー 

KIBIT Patent Explorer FRONTEO  Patent Mining eXpress  

Text Mining Studio 

Visual Mining Studio 

NTT データ数理システム 

Xlpat Xlpat Labs  Ｘｌｐａｔ Xlpat Labs 

Patent Noise Filter ｱｲ･ｱｰﾙ･ﾃﾞｨｰ  Patent Predictive Analyst ｱｲ･ｱｰﾙ･ﾃﾞｨｰ 

Deskbee ｱｲ･ﾋﾟｰ･ﾌｧｲﾝ  Nomolytics® ｱﾅﾘﾃｨｸｽﾃﾞｻﾞｲﾝﾗﾎﾞ 

Patentfield IP Nexus  Sharereserch 分析オプション 日立製作所、ﾆｯｾｲｺﾑ 

amplified ai amplified ai  Derwent Data Analyzer 

（Record Auto-Classifier） 

ｸﾗﾘﾍﾞｲﾄ・ｱﾅﾘﾃｨｸｽ 

Innovation Q Plus IP.com    

新規性・進歩性判断 

ツール名 ベンダー 

IP Samurai ゴールドアイピー 

 

(*)「特許情報をめぐる最新のトレンド」野崎篤志著 Japio YearBook2018 Ｐ.61 
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最近の報道情報 

 

AI で特許文書のスクリーニングを効率化――昭和電工と日本 IBM、「特許読解支援システム」を共同構築 

（2019 年 04 月 11 日  ITmedia ） 

 

昭和電工は、IBM Watson のコンテンツ分析技術を活用した「特許読解支援システム」を日本 IBM と共同

で構築した。難解かつ長大で複雑な依存関係の特許情報が構造化され、視覚的に示されることで、効率的

な特許読解が可能になる。社内実証では、特許 1 件当たりの読解時間を約 45％短縮できたという。 

 

特許情報提供サービス「Shareresearch」において、AI の活用で知的財産部門の業務効率化を実現する

新機能を販売開始ー企業の知的財産部門が推進する IP ランドスケープの活用を支援ー 

（2019 年 6 月 13 日 日本経済新聞） 

 

特許公報内に記載される課題の抽出作業や特許技術の分類を自動化するほか、他社技術の出願動向を

簡易な操作でマップ形式に可視化するもの 

１、課題を自動で抽出し、特許の内容把握を効率化する AI 読 

  解支援機能 

２、膨大な特許情報を高精度に分類する自動分類付与機能 

３、特許出願技術の動向を可視化する技術マップ機能 

 

幻滅期ＡＩの生存戦略（上）中小も効果的運用を ((2019/04/16 日刊工業新聞) 

https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00513405 

 

「人工知能（ＡＩ）」が「幻滅期」に入った。米ガートナーの新技術に対する市場の期待度を調べるハイプ・

サイクル調査では、日本市場は２０１８年１０月に幻滅期の手前の、過剰にもてはやされる「ピーク期」に

あった。４月には熱が冷め市場が停滞する幻滅期に突入した。ただＡＩ技術はオープン化が進み、個人事

業主や中小企業などの小さな事業者でも活用できる環境が広がる。これからはＡＩをより冷静に捉えて戦略

的に事業化を進める必要がある。（２回連載） 

 【冬の時代】 

 「日本はすでに幻滅期にある。海外では１８年秋からＡＩは『冬』に入ったといわれてきた」とガートナージャ

パン（東京都港区）の亦賀忠明ディスティングイッシュト・バイスプレジデントはこう指摘する。ハイプ・サイクル

の調査は公式には８月に結果を発表する。ただ前回調査から半年がたち、幻滅期への突入を確実視してい

る。ハイプ・サイクルは新技術への期待を時系列にグラフ化してまとめる。誇大な宣伝（ハイプ）を見極め、新

技術の導入フェーズを探る目的がある。幻滅期では新技術への熱狂が冷めてＡＩプロジェクトの淘汰（とうた）

が進む。ＡＩ のユーザーが成功と失敗の双方の経験を積んで、本当の意味での事業への貢献が求められる

ようになる。言い換えると、これからが本番という時期だ。産業技術総合研究所人工知能研究センターの麻

https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00513405
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生英樹副研究センター長は「過剰な期待はいつか必ず冷める。幻滅期の谷をいかになだらかにして渡りきるか

が重要だ」と説明する。 

 【ハードルは低下】 

 一方でＡＩ技術を活用するハードルは下がっている。ＡＩのアルゴリズムや学習済みモデルはオープンソース

として流通している。元ソフトウエアエンジニアが実家の農家を継ぎ、ディープラーニング（深層学習）でキュウリ

の選別機を作成した例もある。今後、個人事業主や中小企業など、より小さな事業者がＡＩ技術を自社の

業務に試して、仲間内で経験をシェアする取り組みは広がっていく。過剰な期待が先行している現状では、後

発組の方が幻滅の谷を深く急速に落ちていく可能性がある。 

 【谷を越えるには】 

 ではどうしたらこの幻滅の谷を越えられるのか。亦賀バイスプレジデントは「いま必要なのはシステム投資でなく、

人材投資だ」と強調する。ＡＩ技術は一度開発したら終わりの完結したシステムにはならないためだ。深層学

習などのＡＩ技術は学習用のデータを集めても、その段階ではＡＩの性能を保証できない。必然的にアジャ

イル型の継続的に開発し続けるスタイルが求められる。亦賀バイスプレジデントは「ＡＩには完璧も、完成もな

い。継続的な改善しかない」という。そのため開発プロジェクトは外部に丸投げせず、社内に人材を抱えたり、

育てたりする必要がある。 
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知財のＡＩ活用状況 

 

一般的な知財業務の中で、特許調査、特許分類の２つの業務に向けた AI 搭載ツールが多く商品化されて

いる。 

また、最近は特許分析、特許性判断の 2 業務に向けた AI 搭載ツールも開発され、より広い知財業務への

AI の展開を模索している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特許庁の AI 技術適用判断はベンダーの取組の中で、特許調査、特許分類は一部導入可能であるが、まだ

まだ特許性判断までは適用困難とみているようである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8ツール （8社） 

１ツール （１社） 

７ツール （７社） 

マップ作成 

１ツール （１社） 
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ＡＩ用語解説 

 

★ニューラルネットワークとは？ 

・ 人間の脳は、ニューロンという神経細胞のネットワーク

構造になっています。ニューロンから別のニューロンに

シグナルを伝達する接続部位のことをシナプスと言い、

ニューロンはシナプスから電気や化学反応のシグナル

を発信して情報をやり取りします。 

・ AI のニューラルネットワークは人間の脳の仕組みを模

倣したネットワーク構造になっており、これが現在の人

工知能（以前は「人工頭脳」とも呼んでいました）

のモデルです。 

・ ニューラルネットワークは、機械学習の 3 手法すべてに

適用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ディープラーニング（深層学習）とは？ 

・ 何が「ディープ」なのか？ニューラル・ネットワークは大きく 3 つの層（入力層、中間層、出力層）に分けら

れます。 

・ ディープラーニングは、中間層が 2 層以上のネットワークを対象にした学習方法です。 

・ たった数層のイメージですが、層が増えるごとに難易度は非常に上がります。2016 年に Microsoft が発

表した「レズネット」は中間層が 100 層を超えます。 

 

ちょっとだけ、高度なお話し。 

★ディープラーニングとその他の機械学習は何が違うのか？ 

その他の機械学習の場合、入力値はデータそのものではなく、「特徴量」と言われる何らかの変数の集合と

なります。画像の場合だと、色、形状、テクスチャー情報をヒストグラムなどで表現したものとなります。読んでい

てわかるように、非常に作成するのは難しく、研究者の経験と直感に頼っていたところが大きかったといわれてい

ます。 

ニューロン：神経細胞のこと。脳には数多くの神経細胞が存在して

おり、その結びつきにより情報が伝達されたり、記憶が定着する。神

経細胞は細胞体、軸索、樹状突起からなり、ニューロン（神経単

位）とは、細胞体と軸索と樹状突起で一つの単位として考えたと

きの呼び方。 

X

1
 

X

2
 

X

3
 

Y 

人

間 
A

I 

ノ

ー

ド 
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一方、ディープラーニングは「特徴量」を自動的に学習するので、入力値はデータそのものでよいのです。 

知っておきたい用語をいくつか。 

 

AI アプリケーションは人工知能を利用した、ある特定の機能や目的のために

開発・使用されるソフトウェアのこと。次ページにその例を挙げる 

 

AI プラットフォームはビッグカンパニー各社が有用な AI サービスを提供するた

めに、自社のサポートする AI ﾗｲﾌﾞﾗﾘを使って学習させたものを取りそろえたも

の。そもそも機械学習を利用するために「機械学習ライブラリを自作してイチ

から頑張る」「既存のライブラリを利用して自分で機械学習させる」「用途に

応じた学習モデルが用意されている AI サービスを利用する」で、通常は 2 つ

目。最近は 3 つ目が増えていて、これには AI ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑが利用される。 

 

機械学習ライブラリはディープラーニングを行うためのツール。ハードウェアが車

のボディだとすると、これはディープラーニング車のエンジンのようなもの。もともと

大学で開発されたものが多いのですが、開発者が Google や Facebook な

どの大手企業に招かれたり、高額のサポートを受けたりして、今ではビッグカン

パニーがライブラリ進化の中心的存在になっています。大学発祥ということも

あってライブラリーはオープンソース（無償）で提供されていて、それが人工

知能の発展に大きく役立っています。 

 

ハードウェア：ディープラーニングのニューラルネットワーク演算に求められる高

速処理は、もはや CPU では対応しきれない。GPU、FPGA,ASIC などの高

速処理チップが使用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊｰﾄﾞｳｴｱ 

GPU,FPGA 

機械学習 

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 

(Tensorflow‥) 

AI（人工知能） コンピュータ 

ミドルウエア 

（RDBMS、通信） 

OS 

（Linax,Windows） 

ﾊｰﾄﾞｳｴｱ 

CPU 
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教師データの量と質 

 

★教師データはどれぐらいの量が必要か？ 

この質問を、AI のご説明では必ず受けます。その答えは 

 「１つ、２つよりは多いほうが良い。ただし多ければよいというものでもなく質が大切」です。 

 

＜量＞ 

 一般的に、教師データ量と正解率は右のイメージ図のようになっていると

いわれています。つまり、教師データ量に正解率は比例しているのではなく、

量が多くなってくると、正解率の増加量が飽和してきます。 

 ある程度の量があれば、高い正解率が確保できるのです。ただし、この曲

線は案件によって異なります。 

 知財に AI を利用するにあたり、教師データ量が少ない場合もあります。

教師データの増やし方について後述します。 

 

＜質＞ 

英語を勉強するのに、イタリア語の教師データをいくら勉強しても、また、英語だけの試験の前日に全教科の勉

強をしても重要点が頭に入ってこないのではないでしょうか。 

教師あり学習の場合、人間もそうですが、AIにも重要なポイント「特徴点」がわかるように教育資料として教師

データを与える必要があります。それに必要な教師データが何か。質が問われるのです。 

 

わかりやすい、たとえに「醜いアヒルの子」定理がありますので、ご紹介します。 

 

『醜いアヒルの子』定理 

醜いアヒルの子を含む n 匹のアヒルがいるとする． このとき，醜いアヒルの子と普通のアヒルの子の類似性は，

任意の二匹の普通のアヒルの子の間の類似性と同じになるという定理 

醜いアヒルの子はなぜ醜いのか？物語を知っている人は羽毛の色が「灰色」であるからと答えます。重要キーワ

ードは「灰色」。でも物語を知らない人は、顔が醜いから、心が醜いから、いえ背が低いから、ずんぐりむっくりな

のか・・・わかりません。 



26 

 

 

特許の文章が長ければ、様々な特徴量が記載されます。AI は人間の意向に関係なく公平に評価します。 

よって、『重要キーワードがあったとしても、重要キーワード以外のワードが多く、それらの寄与によりノイズ側との

類似性が高ければノイズ側に評価されてしまいます』 

これは明細書、実施例まで入れて評価することの危険性を示しています。 

 

重要キーワードが含まれているかもしれないからと、明細書全文を AI に投入したい相談をお受けしますが、キ

ーワード検索をお勧めしています。 

 

教師データの質を高める方法 

 

★データクレンジング＜教師データの質を高める方法＞ 

➀人間でも判定に困るデータは使わない・・・人間でも論理的に差が出ないものは無理。 

➁誤った教師データが混ざっていないか（サーチ・ノイズのラベリング含め）・・・そもそもサーチなのに自己評価

するとノイズになる教師データが混ざっていないこと。 

➂人間が間違いやすいポイントを教師にする・・・サーチとノイズを分けるポイントを確実に教師データとする。 

④被判定データの全体像を想像し、そこから何を抽出するのかを明確にイメージングする。そのためにどのような

教師データが必要かを設定する・・・この教師データで本当に必要なものが抽出できるかをあらかじめ想定する 

 

※データクレンジングとは：データを利用する前にデータを変換・整理したり、不適切なデータを除去したりする

前処理のこと。ちなみに洗顔の前に化粧を落とす意味は和製英語。 

 

☆少ない教師データをいかに利用するか 

① 品質の良いデータを使う 

② 水増し 

③ 転移学習   

※①の「品質の良いデータを使う」は前記しましたので、②、③を説明します。 

 

② 水増し 

「サーチ教師」情報量が少ない場合、以下のような方法があります。 

・ ノイズを増やす。 

・ 同じデータをコピーして増量する。 

・ 語順を変更して増量する。 

・ 重要単語を大量追加する。 

ただし、水増しの結果、2 つの問題が発生する危険性があります。 

 

水増しをしても逆に被評価

特許の判定結果が中央に

よってしまって、分散しない

現象が起こる 

（注）Tensorflow には水増し機能が一部用意されています。 
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（１）過学習 

特定の教師データが多くなり、そのデータのみが先鋭化されてしまい評価の幅がなくなってしまうことで、ほしいものが

取れなくなる。水増しするデータにも幅が必要です。 

 

（２）品質の劣化 

水増しにより、実際にはありえない単語の組合せや、人間でも判断できない組合せになることがあります。 

 

③ 転移学習  

画像認識での手法として最近注目されています。「あっちで学んだ学習済モデルを流用して、こっちの学習に使用し

たり、追加したりして少ないデータですます手法」 

 

実際の特許調査の場面では、『SDI』において、精緻化した教師データを使用して、毎回の SDI に利用すること。ま

た、SDI で利用している教師データを一部修正して新たな調査案件に流用する。などが考えられます。 

 

 

これらの少ない教師データを用いる場合、どのような手法を用いるにしても、『教師データの品質』 の確保、向上が

とても大切であることがわかります。 

このためには教師データ品質の見える化、そしてクレンジング作業の簡易化が必要です。 

 

特許案件について AI を利用する場合、どうしても調査案件によっては少ない教師データしか利用できないことが多

いです。では、特許調査に AI が無力かというといろいろな工夫ができるのです。 

 

ＡＩを評価するための指標 

 

基礎編の最後にもう一つだけ知っておかないといけないのがあります。 

それは、AI を評価するための指標（適合率と再現率）です。 
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最もよく利用されるグラフのご説明をします。適合率

グラフ、再現率グラフと言われるものです。 

＜グラフの説明＞ 

X 軸に評価済数（全特許）（ここでは％表示、

件数での表示も有り）。同様に Y 軸に正解数。 

特許評価を開始し、０％から１００％に評価済

数が増加するにあたり、ある評価済数のところで正

解があれば、その評価済数 X で Y 軸に 1 件プラス

し、そのグラフ上の点にプロットするというグラフとなっ

ています。 

もし、完全に正解数が全特許の中に分散している

理想状態であれば、左図の青色破線のように表現

されます。左上に凸であるグラフは、上澄みに正解

が凝縮されてきているということを示しています。 

 

例えば評価済数（全特許）で３０％のところの黒実線は正解数３０％を示しています。これは、全特許の３

０％を評価したときに、正解特許の中で７０％を見つけることができたということです。黒破線では評価済数（全

特許）が３０％時に、正解数１００％を見つけたというものです。 

 

再現率：評価済数（全特許）が３０％の時の「再現率」は黒実線では７０％、黒破線では１００％というこ

とになります（つまり Y 軸の％表示が、任意の X 値における再現率の値です）。 

適合率：X,Y 軸が件数の場合、グラフ上の任意の点における「適合率」は原点とその点を結ぶ「傾き」ということにな

ります。 
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Deskbee の解説 活用編 

 

 

 

 

 

 

Deskbee は単なる「判定機」機能に特化するのではなく、お客様が目的とする知財業務フロー全体を効率

化することができるようにシステム開発をしています。 

 

① Deskbee へのエクセル、かつ作業者指定形式でのデータ入出力（当初）   

② 評価データのサーチ、ノイズ側でのユニークワードの見える化（昨年） 

③ 各サーチ、ノイズ評価値のグラフ上での分散状況の見える化（昨年） 

④ 重要キーワードを含む特許の分散状況の見える化（本年） 

⑤ 教師データの質の見える化、および質向上ツール（本年） 

⑥ ④⑤の再学習機能の簡易化（本年） 

 

本年は主に教師データの質の向上をメインに改善をしましたが、特に「ＡＩの能力と人の経験が融合した機

能」と題して、AI 評価に対する人の違和感の解消からのアプローチと、AI 操作の効率性を飛躍的に向上させ

る再学習機能を搭載しました。 
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Deskbee のしくみ 

 

【用語】  AI を使用するにあたり必要な用語について 

 

★教師データ   ：AI に学習させる「サーチ、ノイズという表示（ラベル）をした情報」のこと。 

AI に特徴点を抽出させるためのデータで、「学習データ」ともいう。 

★サーチ側教師データ ：サーチと表示（ラベル）させた教師データ 

「正解（ほしいデータ）」として学習させるデータ 

★ノイズ側教師データ  ：ノイズと表示（ラベル）させた教師データ 

「正解でない（ほしくないデータ）」として学習させるデータ 

 （注）Deskbee ではサーチ、ノイズの 2 つの表示（ラベル）情報が必要です。 

 

★被判定特許  ：AI にて教師データで求めた特徴量にいかに近いかを判断したい特許群。 

★サーチ確率  ：サーチ側教師データにその特徴量がどれだけ近似しているかを示す値。 

その値が高いほど近似状況が高い。（主に被判定特許に付与される） 

★ノイズ確率  ：ノイズ側教師データにその特徴量がどれだけ近似しているかを示す値。 

その値が高いほど近似状況が高い。 （主に被判定特許に付与される） 

★教師データ自己判定 ：教師データの品質を確認するために教師データを同じ教師データで自己 

判定させる。 

 

（＊ １） MeCab(和布蕪）は京都大学情報学研究科−日本電信電話株式会社コミュニケーション科学基

礎研究所 共同研究ユニットプロジェクトを通じて開発されたオープンソース 形態素解析（＊３）エンジンです。 

言語, 辞書,コーパスに依存しない汎用的な設計を 基本方針としています。 パラメータの推定に Conditional 
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Random Fields (CRF) を用いており, ChaSen が採用している 隠れマルコフモデルに比べ性能が向上していま

す。また、平均的に ChaSen, Juman, KAKASI より高速に動作します。  

http://taku910.github.io/mecab/ 

 

（＊２）TensorFlow（テンサーフロー)とは、Google が開発しオープンソースで公開している、機械学習に用い

るためのソフトウェアライブラリである。 

 

（＊３）形態素解析（morphological analysis）とは、自然言語で書かれた文を言語上の最小単位である

形態素に分割し、それぞれの品詞や変化などを割り出すこと。IT の分野ではコンピュータによる自然言語処理の一

つとして、かな漢字変換や全文検索、機械翻訳などで用いられる。 

 

 

では、Deskbee の中についてご説明します。概略次のような順で動作しています。 

 

発明の名称・要約・請求の範囲などエクセルファイルの列とし Deskbee へ入力します。 

入力は 8 列（任意 5 列含む）までをエクセルファイルで Deskbee に入力できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（少し応用編） 

発明の名称、要約、請求の範囲など列の名称定義を各列 1 行目でしますが、実際の Deskbee 判定時に

は、すべての列をまとめて案件１つに１つのデータとします。よって、名称、要約、請求項の列にデータとして何

を入れていただいても結構です。 
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たとえば， 

『十分な防腐性を有し、且つリコピンを安定して配合可能なリコピン含有組成物を提供する』 のような、「文」

全体の類似性を判定するわけではなく、日本語文を形態素という部品に分離します。 

 

このように部品化されます。 

 

十分 名詞,形容動詞語幹,*,*,*,*,十分,ジュウブン,ジューブン 

な 助動詞,*,*,*,特殊・ダ,体言接続,だ,ナ,ナ 

防腐 名詞,一般,*,*,*,*,防腐,ボウフ,ボーフ 

性 名詞,接尾,一般,*,*,*,性,セイ,セイ 

を 助詞,格助詞,一般,*,*,*,を,ヲ,ヲ 

有し 動詞,自立,*,*,五段・サ行,連用形,有す,ユウシ,ユーシ 

、 記号,読点,*,*,*,*,、,、,、 

且つ 副詞,一般,*,*,*,*,且つ,カツ,カツ 

リコピン 名詞,一般,*,*,*,*,* 

を 助詞,格助詞,一般,*,*,*,を,ヲ,ヲ 

安定 名詞,形容動詞語幹,*,*,*,*,安定,アンテイ,アンテイ 

し 動詞,自立,*,*,サ変・スル,連用形,する,シ,シ 

て 助詞,接続助詞,*,*,*,*,て,テ,テ 

配合 名詞,サ変接続,*,*,*,*,配合,ハイゴウ,ハイゴー 

可能 名詞,形容動詞語幹,*,*,*,*,可能,カノウ,カノー 

な 助動詞,*,*,*,特殊・ダ,体言接続,だ,ナ,ナ 

リコピン 名詞,一般,*,*,*,*,* 

含有 名詞,サ変接続,*,*,*,*,含有,ガンユウ,ガンユー 

組成 名詞,サ変接続,*,*,*,*,組成,ソセイ,ソセイ 

物 名詞,接尾,一般,*,*,*,物,ブツ,ブツ 

を 助詞,格助詞,一般,*,*,*,を,ヲ,ヲ 

提供 名詞,サ変接続,*,*,*,*,提供,テイキョウ,テイキョー 

する 動詞,自立,*,*,サ変・スル,基本形,する,スル,スル 
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Deskbee では、すべての部品を類似性判定に使用するのではなく、名詞だけを次段に受け渡します。先の例

の場合はこのように入力されます。 

 

十分 名詞,形容動詞語幹,*,*,*,*,十分,ジュウブン,ジューブン 

防腐 名詞,一般,*,*,*,*,防腐,ボウフ,ボーフ 

性 名詞,接尾,一般,*,*,*,性,セイ,セイ 

リコピン 名詞,一般,*,*,*,*,* 

安定 名詞,形容動詞語幹,*,*,*,*,安定,アンテイ,アンテイ 

配合 名詞,サ変接続,*,*,*,*,配合,ハイゴウ,ハイゴー 

可能 名詞,形容動詞語幹,*,*,*,*,可能,カノウ,カノー 

リコピン 名詞,一般,*,*,*,*,* 

含有 名詞,サ変接続,*,*,*,*,含有,ガンユウ,ガンユー 

組成 名詞,サ変接続,*,*,*,*,組成,ソセイ,ソセイ 

物 名詞,接尾,一般,*,*,*,物,ブツ,ブツ 

提供 名詞,サ変接続,*,*,*,*,提供,テイキョウ,テイキョー 

 

入力された部品（名詞句）それぞれに「部品番号」を設定します。教師特許群も判定対象特許群も同じ

規則で番号付けされます。 

 

十分 0001 

防腐 0002 

性 0003 

リコピン 0004 

安定 0005 

配合 0006 

可能 0007 

リコピン 0004  ※既出の部品には同じ番号が 

含有 0008 

組成 0009 

物 0010 

提供 0011 

 

仮に入力された部品の中に「発光ダイオード」・「LED」・「はっこうだいおーど」があった場合には、それぞれに別の

部品番号が付与され、後段の類似性判定部では全く別の部品と認識されることに注意。  
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Deskbee はすでにご説明しましたように Google の TensorFlow（CNN モデル）を利用しています。内容

のご説明は非常に難しく、専門書を数日読んでもわかりにくいと思います。ここでは、「教師データ」「非判定特

許」の『質』がいかに重要かがわかるご説明をしたいと思います。Rohrer 氏の説明がわかりやすいかと。 

 

お分かりのように、特徴は「１」と表示され、これは畳み込み作業の中で残ります。 

多量の品質の悪いデータを入力して重要なものをその中から抽出することを期待しても、人間からはそれを特

徴ととらえてほしくないものを AI は特徴ととらえる危険性があります。特徴量をよほど明確に教えない限り難しい

のです。 

 

 

 

類似性判定されたデータは下記のようにエクセルファイルにて出力されます。 

ここで重要なデータは「サーチ確率」と「ノイズ確率」です。この値で「降順ソート」することで、正解に近い・ノイズ

側に近い特許から読込評価をすることができます。（赤枠） 

また、入力したエクセル列は、AI で指定しなかった列であっても、そのままファイル出力されますので、そのあとの

評価に利用可能です。例えば公報 URL、社内分類・評価など。 

 

ファイル入力 

指定列マージ 

mecab 

日本語 

名詞抽出 部品番号設定 テンソルフロー 

類似性判定 

ファイル出力 

ファイル入力 

指定列マージ 

mecab 

日本語 

名詞抽出 部品番号設定 テンソルフロー 

類似性判定 

ファイル出力 
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Deskbee と当社の他システムとの連携 

 

知財業務における評価、管理、活用等への活用を目的とした R&D 知財グループウェア「THE 調査力」、海

外 特 許 が すべ て 日 本 語として デ ー タ ベ ー ス 化 された Japio 世界特許情報全文検索 サ ー ビス

「Japio-GPG/FX」との連携を図ることにより、更に効率の良い知財業務環境を作ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用者の利便性を向上させる仕組み 

●取込データ：自らの持つデータ（例えば検索データベースからの出力データ）を最小限の作業で AI に投

入できるようにする ←１行追加するだけ。 

●出力データ：特許評価をすぐに行えるデータ形式での出力。お客様が投入した行項目（出願人、出願番

号、出願日、特許分類などの書誌情報、社内分類、明細書、URL リンク）をそのままの形で保持しながら評

価値を追加して出力する。 
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ＡＩツールに期待すること 

 

さて皆様は、何を期待して AI ツールを活用するのでしょうか？ご自身の業務の効率化ですね。ただし、人によ

って期待する業務が異なります。 

 

期待するもの 現状・課題 現状を踏まえた対処法 

自分の検索したいものを多

く、かつズバリ出してほしい。 

（例）先行技術調査 

    出願前調査 

簡易な短文、単語レベルを教師デ

ータとすることで、教師データが量、

質ともに不足する。 

教師データを増やす対応が必要である

が、単純に複製しても過学習の危険性が

高い。教師データの質の向上が必須。類

義語・同義語への対応も困難で、キーワ

ード検索のほうが効率が高い可能性があ

る。 

ほしい特許を手間なく早く

見つけたい。例えば評価値

の高い順で上位 5％だけ

読めばよい 

（例）無効資料調査 

クレーム文章を教師データとすること

で、教師データが量、質ともに不足

する。また、被判定データを明細書

全文を使用することで「醜いアヒルの

子」現象が発生することが多い。つま

りこんな重要な単語があるのになぜ

評価点が低い（ノイズ側に含まれ

る）のか。 

現状では技術分野により可不可が

ある。 

良好な結果の出る分野にて利用できる。

多くの分野でまだ、良好な結果が出にく

い。 

教師データを増やす対応が必要である

が、単純に複製しても過学習の危険性が

高い。教師データの質の向上が必須。 

明細書全文や、類義語・同義語への対

応も困難で、キーワード検索のほうが効

率が高い可能性がある。 

玉石混淆状態ではなく、ゴ

ミ捨てを効率的にしたい 

（例）スクリーニング調査 

   SDI 

重要案件を多く含む集合、不要案

件を多く含む集合に分けられるの

で、スクリーニング調査などには有効

である。ゴミ取りに有効。 

現在の AI では一番満足度が高い。 

まず、ゴミを取って、重要案件を多く含む

集合はしっかり人の目で見る。重要案件

を含む割合、不要案件を含む割合を１

００％に近づけるために教師データの質

の向上が必須である。 

チェックする特許の数を減ら

したい。例えば7割削減、3

割削減 

（例）先行技術調査 

    SDI 

上澄みに求めたい案件は濃縮され

てくるが、削減した部分に必要な案

件が残留してしまい。完全ではな

い。教師データを量、質ともに改善

する必要があるする。 

完全に関連する案件を抽出しなくても、

7，8 割抽出できれば良い。完全ではな

いが調査効率化を優先し、漏れたものは

リスクとして認識するなど割り切りが必要。 

完全を求めることは現状、不可能。 
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分類分けをしたい。 

（例）クリック 1 回で分類

分けしてくれる。高い確率で

正しい分類案を提示してく

れる。 

教師あり、教師なし分類分けがある

が、分野により可不可がある。 

現状の AI エンジンで分類分けする

分離能の良いものでも６０％程度

である。よって、一段分類でも 4 割

は正解でないもの。二段分類であれ

ば６割は正解でないものの可能性

がある。 

良好な結果の出る分野にて利用できる。 

多くの分野でまだ、良好な結果が出にく

い。 

重要キーワード、F タームなどを併用するこ

とで分離能の向上の可能性がある。 

 

現在、多くの知財、研究員の皆様が AI ツールを試めされています。 

しかし、単に「AI は利用できる、利用できない」だけが知りたい方が多くおられます。ご自身の試した無効案件

が上位に来ないと、また一つでも正解案件が漏れると「AI は調査に使えない」と、AI 全体への評価をされる方

も多くおられます。 

本当は調査目的により AI の利用方法・効率化寄与度は変わります。注意が必要です。 
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ＡＩツールに期待すること 

 

昨年の研究会の「知財 AI 活用研究会」最終報告会の発表において 2 つの課題が明らかとなりました。 

 

課題１：重要キーワードと AI 評価のずれ 

昨年の研究会の最終報告会の発表において同じグラフに

対し２つの相反するご意見。 

➀ ほしい特許が全体の７０％を読まないと 

   ・１００％出てこない。理想は３０％読んだら 

   ・１００％出てくる  →使えない 

➁ ３０％読めばほしい特許全体の７０％を読むことがで

きる。    →使える 

 

 

 

 

 

「ＡＩ評価」と「ほしい特許」の違いは、『重要キーワード』の評価でした。 

 

スクリーニング・AI ナビゲータ画面 

 

 

 

AI によりソーティングされた

適合率 

70％ 

① ② 

完全に分散状態にある

適合率 

ここに「ほしい特許」がある。なぜ、ノイズ側にあるのか？ 

「ほしい特許」として選んだ理由として、非常に多いのが

『重要キーワード』が書かれている。 

なぜ、このような重要キーワードがあるのにノイズ側に評価

されるのか？ 
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『醜いアヒルの子』定理 

醜いアヒルの子を含む n 匹のアヒルがいるとする． このとき，醜いアヒルの子と普通のアヒルの子の類似性は，

任意の二匹の普通のアヒルの子の間の類似性と同じになるという定理 

 

 

 

 

 

 

醜いアヒルの子はなぜ醜いのか？物語を知っている人は羽毛の色が「灰色」であるからと答えます。重要キーワ

ードは「灰色」。でも物語を知らない人は、顔が醜いから、心が醜いから、いえ背が低いから、ずんぐりむっくりな

のか・・・わかりません。 

 

スクリーニング・AI ナビゲータとは 

 

ここで昨年搭載した Deskbee の重要で、かつユニークな機能をご紹介します。 

 

＜スクリーニング・AI ナビゲータ＞ 

目的：Deskbee は被判定特許に対しサーチ確率、ノイズ確率の 2 つの判定値を返します。 

その２つの判定値の分布状況を見える化することにより、『教師データの品質』及び『被判定特許が

適切にサーチ側ノイズ側に分離されたか』を判定しやすくします。 

 

 

 

 

サーチ確率が高く、ノイズ確率が

低い。→サーチ側特許 

サーチ確率が低く、ノイズ確率が

高い。→ノイズ側特許 

被判定特許の分散状況が適切ではなく、

教師データの品質向上が求められる 

サ
ー
チ
確
率 

ノイズ確率 
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課題２：教師データの質と量 

＜教師データの質＞ 

・教師データの自己評価をすることでわかったこと 

 ①被判定特許がサーチ側にもノイズ側にも十分に分散できず

分離困難である。サーチとノイズの教師データの差が少なく教師

データの質に問題があります。 

 ②複数の判定者、教師データ作成に経時的に観点がずれた

場合などで教師データに適切でないほどの論理上、概念上の

大きな幅が生じることで教師データの質に問題があります。 

・課題１でわかったこと 

 ③ノイズ側に判定される特許に重要キーワードが含まれるのは

教師データの質に問題がある。 

  質を向上させることで重要キーワードを含む特許はサーチ側

に判定されます。 

 

＜教師データの量＞ 

 ①量を増やす取り組みとして同じ文章を多数複製し教師データとしましたが、被判定特許がサーチ側にもノ

イズ側にも十分に分散できず分離困難の結果が生じました。量は増えたが過学習などの問題が生じた可能

性があります。質の問題に転嫁しました。 

 

＜Deskbee に求められる課題＞ 

  「教師データの質の向上に対する支援機能」でした。 

  具体的には２つ。 

   ①人が認識する「重要キーワード」の概念を AI に組み込ませる機能 

   ②教師データの品質を視覚的に把握し、かつ簡易に改善できる機能（再学習機能） 

 

 

  

分離できない 
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＜人が認識する「重要キーワード」の概念を AI に組み込ませる機能＞ 

1. 重要キーワードを入力する欄を設け、そこに重要キーワード、その類義語・同義語を入力。 

2. そのワードの含まれる特許のポイントを赤色表示。（分散状態の見える化） 

3. その対象特許を教師データに加え、再学習させる。（教師データの質、量の向上） 

 

 

Deskbee 

 

 

 

＜教師データの品質を視覚的に把握し、かつ簡易に改善できる機能（再学習機能）＞ 

1. 教師データの自己評価をする。（教師データで自らを評価する） 

2. サーチ側に判定されたノイズ教師データ、ノイズ側に判定されたサーチ教師データがある場合、その

教師データを教師データから削除する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語記入欄は 10 段。（デフォルトは 3 段表示） 

・その用語記入欄は「✔」記号で選択でき、様々な用語の分散状況を 

見える化することで適切な教師データへの組込みが可能。 

・使用用語の保存機能がある、また、キーワードだけではなく、F ターム、 

自社分類付与特許の分散状況を見える化することが可能。 

サーチ側だけではなく、本来「ノイズ取り」を

目的とする調査に対し、ノイズワードを入力

することによりその分散状況を見える化する

ことが可能。ただし、ノイズワードがあるから

と言って特許案件そのものがノイズであると

は言えないので重要キーワードと併用する

必要がある。 

自己評価でノイズ側にサーチ教師特許が来た

場合、その逆について、その特許を見える化し、

削除することができるようにする 

教師データの自己評価時の、赤線と青線の間の Neit

her 部分の特許は教師データとして、サーチとノイズが

紛らわしい部分となっている。 

この部分の教師データを強制的に除く作業をすること

で、教師データの品質を向上するなどの工夫ができる 
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ハイライト・ソートはＡＩを勝る？ 

 

これまでの検証結果より、教師データの量・質が、より適した AI 評価に重要なファクターであることがわかりまし

た。AI ツール（Deskbee）側での取組みはすでにご説明しました。しかし、これだけでは知財業務の効率化

を図るには十分ではありません。 

基礎編の教師データの項でご説明した通り、 

① 少量の短文では教師データは足らない。 

② 重要部分に関係のない文章が多く含まれるものを判定するのは困難である。 

③ サーチとノイズの教師の差が明確でない場合は判定困難である。 

 

AI ツールとハイライト・ソートの組合せをするのが

有効である可能性がある。 

例えば長い文章を扱う場合は、重要キーワード

を用いたソーティングが有用ではないかと思われる。

これは THE 調査力の機能があるので、これらの

「適材適所」の使用が期待できる。次に本件を

解説します。 

 

 

THE 調査力標準搭載の「専門用語自動抽出機能」 

THE 調査力には標準搭載として「専門用語自動抽出機能」が搭載されています。 

これは、発明の名称、要約、請求の範囲、符合、明細書の専門用語を複合語として抽出し多い順に表

示します。ここにある用語は、特許文書からの抽出したものですので、必ず存在しますので明細書をすべて

読み込まなくても、使われている用語はすべて把握できます。これで重要キーワードを設定することも可能で

す。 
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THE 調査力標準搭載の「ハイライトソート機能」 

THE 調査力に標準搭載されている「ハイライトソート機能」は、構成要素ごとの重要キーワード（色別）を

設定し、構成要素の多い順に表示する機能です。右記のように全構成要件がそろうものを１００％、構

成要件の多い順に％表示し、無いものを０％とするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

構成要件に入れた重要キーワードをハイライト表示させたうえで、その構成要件の多い順に表示します。 

これは、ノイズワードを入れた場合も、効率的にノイズ落としができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 段に各構成要素を単語で入力。4 つともその

特許に記載されているものは１００％表示。 

重み付けも可能。 

入力した用語条件に対する各特許の用語含

有率（深度率）を%別に結果表示します。 

％表示で多い順に

並べます 
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おわりに 

 

お客様とのコミュニケーションの中で多く聞かれるのは、「調査における業務効率化は、「ゴミ特許」を読む量を

減らすこと。必要な特許のみを読むこと」です。確かにその通りです。ただし、それだけでしょうか？ 

研究開発部門の皆様とお話をすると、以下のような話も出てまいります。 

 

●知財部から送られてくるのはエクセルで読みにくい。（SDI は特に） 

●英語の文献が多く時間がかかる。（読むのが仕事ではない、読んだ結果で研究開発に活かすのが仕事） 

一方、知財部の方からは、 

★研究開発は SDI をやってくれているか把握できない。 

★研究開発部門はしっかり読んで研究開発に自ら活かすべきだ。知財部は深い技術まで見切れない。 

 

 

 

今や知財部は、知財部における業務効率化だけではなく、日本に 50 万人いるといわれる研究開発員の知

財業務を含めた効率化への検討が必要であると思います。  

 残念ながら、現在の知財システムのほとんどが知財部業務に向いたものであります。 

 当社は研究開発部門にとって最適な知財業務の働き方改革のソリューション提案をしてまいります。 

そのツールとして 3 つの商品をご用意し、その組み合わせでの効率化のご提案をしています（一例を後述）。 
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～生み出し続けます、効率化に良いことを～ 

知財システム ゆめ工房 

 

アイ・ピー・ファインは、2003 年に設立以降、特に研究開発部門の知財業務の効率化に寄与するシステム

開発を行ってきました。今後も研究開発者の働き方改革につながる日常的な特許業務に役立つ知財システ

ム環境をご提供してまいります。 

 

2009 年

～ 
R&D 知財グループウェア「THE 調査力」 知財業務の仕組みインフラを開発 

2012 年

～ 

「SDI マトリクスマップ」機能 
ライバル会社別の時系列件数表示を採用した新たな

SDI 手法を開発 

「ハイライトソート」＆「ハイライトビュー」機能 
高精度に自在な並べ替え機能と明細書表示選択機

能を開発 

2016 年

～ 

Japio 全世界特許全文検索サービス 

「Japio-GPG/FX」＆「THE 調査力」連携 

日本語で海外特許調査を効率化する THE 調査力

連携機能を開発 

2017 年

～ 
知財 AI システム「Deskbee」 

ノイズ除去、類似特許探索を効率化する知財 AI シス

テムを開発 

2018 年

～ 
「スクリーニング・AI ナビゲータ」機能 

AI 判定結果を見える化、再現率アップの再学習機能

を開発 

2019 年

～ 
国内と海外調査の一元化機能（企画中） 

別々な日本と海外の特許調査を簡易に連携する自

動化機能を企画検討中 

 

 

 

 

 

 

 

 


